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平成 27 年度　認知症介護研究・研修東京センター公開講座

●プログラム●

［2016 年 3 月 17 日 ( 木 ) 13：30 ～ 16：00］

認知症カフェを　　　
　　　知っていますか

13：30		 開会（開場 13：00）

13：40 ～ 14：20	 講演「認知症カフェの意義と地域での役割について」

　			   認定特定非営利活動法人 語らいの家 代表理事

坪井 信子

14：20 ～ 15：00	 講演「地域の認知症カフェの活動について」

			   特定非営利活動法人 杉並介護者応援団 理事長

北原 理良子

15：00 ～ 15：15	 休憩

15：15 ～ 15：55	 講演「初期認知症への気づきと生活支援について」

			   株式会社 すずらん 代表取締役	 今井 康明

16：00		 閉会

●会場	 社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター 

	 2 階大会議室

●主催	 社会福祉法人 浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

●後援	 杉並区、世田谷区、杉並区社会福祉協議会、杉並区医師会、 

	 杉並区居宅介護支援事業者協議会、杉並介護者応援団
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交流の場

結果、認知症の人が地域で過ごしやすく暮らしやすくなる

顔なじみ

助け合う

相談する

安心できる心の
よりどころ

気軽に集える

支えやすい関係

認知症の人
家 族

地域の人

専門職

「認知症カフェ」
地域での役割

✔認知症の人と交流できる。顔なじみになれる。
助け合う。相談しやすくなる。

✔気軽に集えるようになる。
✔認知症の人や家族を支えやすくなる。

✔認知症の人や家族にとって安心できる
心のよりどころになる。

地域の方がカフェに参加することで

高齢者人口と認知症の人との関係

年 全国 万人 ＋ 万人 （予備軍）、

高齢者人口の約 ％（認知症率）

年 全国 万人位 ＋ ＭＣＩ同数位、

高齢者人口の約 ％（認知症率）

世田谷区 認知症の人約 万人、 （予備軍）を含むと約 万人（高齢者人口 万 千人）

高齢者人口の ％、ＭＣＩを含むと ％（認知症率）

杉並区 認知症の人が約 万 千人（人口 万 高齢化率 ％ 高齢者人口 万人）

高齢者人口の ５％

☆推測→都市部のほうが高齢化率は低い、認知症発症率も低いであろう

認知症とともに暮らす社会へ
新オレンジプラン７つの柱

認知症についてよく知りましょう（普及・啓発）

認知症の症状に応じた適切な医療・介護の提供

若年性認知症の理解と施策の強化

認知症の人の介護者への支援

認知症の人・高齢者にやさしい地域づくりの推進

認知症の予防・診断・治療・リハビリ等の研究開発や成果の普及推進。

認知症の人やその家族の視点に立った取り組み

日本での取り組み

， 年前から「認知症カフェ」ができ始める

最近急速に増加している。現在全国で６００ヶ所くらい

その背景 － 平成 年 月厚生労働省より

「新オレンジプラン」が発表される

基本方針 「認知症の人が自分らしく暮らし続ける」こと

基本的な考え 「認知症の人の意思が尊重され、できる

限り住みなれた地域のよい環境で自分

らしく暮らし続ける社会の実現を目指す」

いつ頃からどこで始まったのでしょう？
その歴史について

年前 オランダでは「アルツハイマーカフェ」

現在すでに ヶ所

イギリスでは「メモリーカフェ」

目的 － 認知症の人が閉じこもりにならないように

→ 地域に出かけましょう。

地域に安心してすごせる、だれでも気軽に参加できる「場」ができた

認知症カフェとは

「認知症の人と家族、地域住民、専門職など

誰もが気軽に参加でき集う場」

認知症カフェの意義と
地域での役割について

認定 法人 語らいの家

代表理事 坪井 信子

平成 年 月 日

坪井 信子

認知症カフェの意義と地域での役割について
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カフェサロンの運営状況です。

毎月第 土曜日 時から 時（ 月休み）

参加者は認知症ご本人、家族の方、地域住民、ボランティア、見学者等、

予約なしで自由に参加できるようにしています。

参加費の 円は自分のサイフからお金を出して払っています。

皆さんご要望のケーキは近所のお菓子屋さんで買います。コーヒーはアメリカ在住の

支援者からの寄付でゴディバのコーヒーです。参加者の皆さんはおしゃべりや相談も

さることながらおいしいものには目が無い。お茶の後は特におしゃべりがはずみます。

年目の今もこのチラシどおりカフェが開催されている。

このチラシには「普段の思いを話したい、聞いてほしい」
「外でゆっくりお茶をする機会がほしい」認知症の人や介護する人、
サポートする人、みんなでお茶とお菓子を頂きながらおしゃべりする会です。
ご本人、ご家族、友人どなたでもお気軽に参加下さいと記してあります。

いつ
毎月第 土曜日

時～ 時（ 月休み）

どこで
サロンディ語らいの家
（デイサービス）成城 丁目

どんな人と
認知症の人、家族の方、地域住民、

ボランティア、見学の方。

参加費 百円
人数 人前後

予約なし誰でも自由に参加できます。

カフェサロンかたらいとは？

「カフェサロン」は今から 年前平成 年 月に始まりました。

場所は成城 丁目富士見橋から ， 分の所で小田急線駅成城学園駅

西口より徒歩 分。普段は認知症対応型デイサービスとして月曜日か

ら金曜日まで使用。

最初の名前は「おしゃべりの会サロンかたらい」でした。

普段の介護の思いを話したい、聞いて欲しいを目的とした「おしゃ

べりの会」。開催時 人の方が参加、認知症ご本人 名、残り 名は

家族の方とご近所の方でした。 月は更に新しく一人暮らしの方が参

加。このように月を追って少しずつ参加者が増え 年経った現在では

人から２０人の方が参加するようになりました。毎回認知症ご本

人が必ず４、５人バスや電車を使い、駅から歩いて参加しています。

写真はカフェサロンを開催している建物とデイサービスの看板です。

カフェサロンかたらい

世田谷成城 丁目

カフェの運営、プログラム内容について

✔始めに自己紹介とその日のテーマの説明

✔テーマは講演会や勉強会、季節の話題や回想法（昔のこと）

✔演奏会、合唱、体操等

✔お茶やお菓子の提供

✔参加費用 円から 円

✔地域の人がボランティアと共に協力し開催する。

✔カフェ開催を地域に知らせ参加者を募る。（チラシの配布等）

認知症カフェに参加することで得られること

✔いろいろな認知症の人と会える

✔本人や家族の話しを聞くことができる

✔本人や家族が必要とする情報を知り

提供することができる

✔本人の状況に応じた介護方法を知る

ことができる

✔誰もが気軽に立ち寄れ何でも相談で

きる

✔ボランティアにとって自分の役割があ

り社会貢献できる

✔本人や家族の様子を知ることができる

✔他の専門職と話しをすることで支援方

法を見つけることができる

✔いろいろなタイプの認知症の人と会う

ことができる

✔本人や家族が必要とする情報を知り

提供することができる

専門職 地域住民

認知症カフェに参加することで得られること

✔閉じこもりを防ぐ

✔仲間づくりができる

✔おしゃべりができる

✔好きな事ができる

✔気分がやわらぐ

✔安心してお茶が飲める

✔相談ができる

✔情報を得ることができる

✔専門職の対応を見て学べる

✔気軽に参加できる

✔気分がやわらぐ

✔安心してお茶が飲める

家族本人
カフェとは特別な場所ではありません

専門職
（介護職・医師など）

正しい情報の提供
および把握

専門的知識の提供

認知症の人・家族
安心して過ごせる場

地域住民
初めて認知症の人と接する交流の場
認知症に興味がある
認知症のことを知りたい

支えるボランティア
お手伝いすることで

自分の存在意義の確認

誰もが安心して過ごせる場

どんなところなのでしょう？ どんな人が集まっているのでしょう？
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ほとんどの方がシニアボランティア（６５歳以上）です。

世田谷区ではシニアボランティアは研修を受けた後登録し 時間のボ

ランティアで一枚のシールがもらえます。とても熱心で傾聴ボラン

ティア講座も受け、実際に毎回出席の 歳の方の傾聴をしています。

９ 歳の方は若かりし頃自分が一番輝いていたころの話しを毎回しま

す。ボランティアさんは毎回初めて聞いたかの様にして接しています。

右上は 時のお茶の準備をしている写真です。

左下は認知症の方もお手伝いしています。スリッパの準備をする仕事

もあります。その他いらした方にまずお茶を出したりトイレの場所を

教えたり自分の役割を楽しんで行っています。

認
知
症
の
人
も
い
っ
し
ょ
に

お
茶
の
準
備

歳
の
方
の
傾
聴
を
し
て
い
る

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボランティアさんの様子

最近のカフェ

年目になると皆さん仲間づくり、なじみの関係ができてきます。

始めは少し緊張していますが 時のお茶の時間になると和気あいあい。

認知症の人が隣のご主人や奥様とおしゃべりしています。ご家族は

「家ではこんなに楽しそうにしている顔は見せません」と話されました。

終了間際になると１０分間体操をします。体操リーダーはボランティア

さんで普段は鍼灸師の仕事をしている方です。

最近は毎月こんな感じです。

最近のカフェの様子

スタートのころの様子

皆様に「写真撮ります」と声をかけたとたん下を向いている人もいま

した。その当時薬科大学の学生さんも参加しました。現在その中の一

人は卒論にする予定と毎月参加しています。

右下の 歳の方は現在 歳になりました。毎月娘さんといっしょに

参加しています。一番長く参加しているご家族です

スタ－トのころの様子

学
生
さ
ん
の
見
学

ゆ
か
た
姿
の

歳
の
方

カフェサロンを始めた理由です。

・毎月第 土曜日開催の「家族相談会」で認知症ご本人が閉じこもりがちになり外出
しなくなった、地域の中の喫茶店でコーヒーやケーキを今までのように楽しみたい。

・お店の中や外のトイレを使いづらいので外出しなくなった。

・「家族相談会」だけでは話し足りなくもっと気軽におしゃべりをしたい。

・地域の人が認知症の人をボランティアで支えたい、何か自分でもできるのではない
か等の声を聞いて始めました。

場所はデイサービスが入口やトイレがバリアフリーになっており、またお茶の器具が
揃っているので最適ではないか。

条件：閉じこもりがちで外出しない事を考え自分の家からバスや電車を使うこと。駅
から徒歩で来ること。安全を考えその際必ず家族やボランティアさんをお願いする事
をとした。

現在認知症ご本人４，５人の方はご家族やボランティアさんと共に時として車椅子を
使い、又電車を利用して参加する方もいる。

写真は駅から徒歩や車椅子で参加している様子。

始めた理由

認知症の人や家族が

①閉じこもりがちになり地域で安心して過ごす場がない声を聞いて。

②認知症になっても地域で過ごしたい。

③地域の店で以前の様においしいケーキやコーヒーを飲みたい。

④専門職や地域の人が認知症の人を支える情報提供したい

などの声を聞いて始めました。

参加条件

交通機関を利用し自宅や駅から歩いてくること。

家族やボランティア等と一緒に来ること。

認知症のことを知りたい人誰でも。
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ご静聴ありがとうございました。

認定 法人 語らいの家

代表理事 坪井 信子

平成 年 月 日

認知症カフェの意義と
地域での役割について

この杉並地域でも

認知症の人や家族の方が気軽に参加し

顔の見える関係になり、しゃべりたいことを話し

息抜きするカフェがたくさんできることを望みます。

それが認知症になっても地域でいつまでも

暮らし続けられるよう支え合うことではないでしょうか。

カフェを作りたいという思い
のある方へのアドバイス

①場所の確保

②目的を明確に

③認知症の理解

④支えるボランティアの確保

⑤参加者への声掛け

⑥行政窓口への相談

認知症カフェの今とこれから
認知症カフェは始まったばかり、

カフェのあり方に何が正しいというものはありません。

いろいろなタイプのカフェが地域にあります。

さまざまな人との出会い
プログラムの豊富さ
にぎやか

アットホームな雰囲気
落ち着いた環境
個別対応

少人数 大人数

今後に望むこと

①これからも閉じこもりがちな認知症の人や家族を地域で支えたい。
②認知症の人や家族にとって安心して過ごす場（カフェ）でありたい。
③多くのシニアボランティアさんに気軽に参加してほしい。

④認知症カフェはむずかしいものではありません、誰でも地域で気軽
に集まれる場があればできるのです。

⑤おしゃべり、お茶のみ、勉強会などをしながら認知症の人（軽度認
知症の人）や家族と一緒に過ごせる場で良いのです。

⑥誰もが認知症になっても困らない社会の実現を
目指しましょう。

⑦認知症の人と共に暮らせる社会を作りましょう。

カフェサロンかたらいは

皆さまに
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杉並介護者応援団の

活動紹介

〜⾏政が紹介している交流の場〜
きずなサロン
〜連絡先・社会福祉協議会
地域の⽅々が中⼼となって運営
どなたでも参加できる

地域ささえ愛グループ
〜連絡先・ケア24⼜は保健サービス課
⾼齢者がいつまでも住み慣れた地域でいきいきと⾃
分らしく⽣活できるよう、⾃主的に活動しているグ
ループ

〜⾏政の紹介カフェ・交流サロン〜
⑦Mカフェおぎくぼ
⑧Mカフェにしおぎ

⑨Mカフェえいふく

⑩メリーゴーランド浜⽥⼭

⑪介護者のための晩めし屋

⑫さくらカフェ

⑬コミュニティカフェ オレンジリボンウッド

〜⾏政の紹介カフェ・交流サロン〜

杉並介護者の会マップ掲載

①ケアラーズカフェinまちのたすけあいセンター

②ららカフェ

③まちのほっとスペース成田西 なかまの家

④はるカフェ

⑤大原さんち オレンジカフェ

⑥オレンジカフェ えん

杉並区のカフェの現状

平成27年度

サロン・カフェの⽀援は
実施していない

＊多数のサロンやカフェが誕⽣してい
る現状では個別・固定⽀援は難しい

＊しかし、全く⽀援していない訳ではない

地域の認知症カフェの
活動について

ＮＰＯ法⼈杉並介護者応援団

北原 理良子
地域の認知症カフェの活動について
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12

地域⽀援としてのＭカフェ
認知症かな？ かかりつけ医 専⾨病院

診断 診断

Ｍカフェ

介護者の会
杉並区 認知症家族会⽀援事業

11

＊開催地区のケア２４（地域包括⽀援センター）が参加
＊カフェスタイルの気軽な雰囲気の中で相談ができる。
＊保健師・看護師・ソーシャルワーカーが協⼒

Ｍカフェの運営状況と特徴は

＊地域に住むボランティア（応援団サポーター）が
ピピアサポートの気持ちで参加

介護経験者も参加

認知症疾患医療センターから
医療ソーシャルワーカー、看護師等が出席

＊認知症をキーワードとした場

＊介護者の会のネットワークで、つなげる応援

10

なぜＭカフェを開催したのか（２）
＊認知症対策

早期発⾒・早期診断・早期対応することで
より⾼い治療効果が期待される

＊では「介護者の会」に「医療専⾨職」が加わり「その場」で
で相談できる「場」があったら良いのにな・・・との思いから
誕誕⽣したのが・・・

Ｍカフェ（医療連携型認知症カフェ）

9

なぜＭカフェを開催したのか（１）
介護者の会参加者からの声

＊認知症かな？と思っても、なかなか病院に連れていけない
（ （敷居が⾼い・・）
＊要介護者が⾏きたがらない

＊介護者が躊躇ってしまう（認知症の診断が出たら
どうしよう・・）

＊どの病院に連れて⾏けば良いのかな・・・・・

8

杉並介護者応援団の

Ｍカフェ
（医療連携型認知症カフェ）

とは

介護者と介護家族の⽀援
・「介護者の会」（介護者の集い場）

運営継続の⽀援
区内11カ所の介護者の会

・3カ所のＭカフェ運営
（医療連携型認知症カフェ）

・介護者⽀援の啓発活動

・劇団「もうすぐ我が⾝」による認知症理解・虐待防⽌の啓発

・活動始めて10年⽬
「いずれ我が⾝」⇒「もうすぐ我が⾝」

元気な⾼齢者が⽀援の必要な⾼齢者を⽀える活動
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区在宅⽀援課との協働カフェ

杉並介護者の会連絡会（当団体の受託事業）
平成２７年１１⽉２７⽇実施した

「介護者ひろば」
にて

カフェ開催

男性がリラックス・リフレッシュできる場
●男性が食卓をともにして、介護のこと

を本音で語れ、ちょっぴり愚痴もこぼ
せる場

●リフレッシュしてまた、元気になれる場

●地域の一人暮らしの方、介護経験者も
参加、支援のネットワークづくりも始ま
る

晩めし屋

Mカフェを開催する前から
実施している

サロンが

あります
15

在宅医療について
サポーターのスキルアップと
地域への広報活動のための公開講座

14
ドクターを囲んで ２０１４．9⽉

助けて欲しい！と言える場所

13

地域の居場所

楽しむカフェ
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いまこそ！

絆
円滑なコミュニケーションの流れを創ろう。

私たち「杉並介護者応援団」は、
● 介護者の方たちと、絆を持ちたい。
● 介護者家族の皆さんと、絆を持ちたい。
● 行政の方たちと、絆を持ちたい。
● 各専門機関の方たちと、絆を持ちたい。
● 地域住民の方たちと、絆を持ちたい。

ＮＰＯ法人
杉並介護者応援団

今後、応援団がめざすカフェ
＊現在実施のスタイルは変えないが〜

「医療連携型認知症カフェ」と「認知症カフェ」

＊ケア２４との連携を継続

＊⼈材・資⾦等：サポーター養成講座開催・助成⾦確保

＊従来型以外に地域住⺠と楽しめる「お楽しみ会」を開催
継続する過程で「介護者の会」「カフェ」の存在を
PR、その意義を理解して頂く

＊「介護者の会」同様、参加者が「来てよかった！」と
思える場・安⼼できる場の提供

⾒えてきた課題
＊名称（認知症カフェ）：「認知症」の名称で⼈が

集まらない？
＊カフェ周知の広報⼒が不⾜

＊開催場所確保の難しさ

＊⼈材（担当スタッフ）の不⾜

＊運営資⾦

＊誰でも・気軽に集まれる場所と⾔うけれど・・・
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 整理整頓が雑になった

 以前、興味があったことに関心がなくなった

 いつも同じ物を買ってきて、家にたまっている

 料理をしなくなってきた

 旅行先など、いつもと違う環境で、困惑がみられた

初期の認知症のサインは

 同じことを何度も言ったり、聞いたりするようになった

 探し物をみつけられないことが増えた

 物を盗られたと言うようになった

 待ち合わせなど、約束した時間を忘れることが目立つ

 外出先から家に帰れないことがあった

ご家族等が気づく

このようなことが徐々に

多くなります

何となく
おかしいぞ・・・

自信なくなる

不安

もの忘れによる失敗

家事や仕事、
上手くいかない

初期の認知症に気づくのは・・・

 まず、ご本人が異変に気づきます

（あれ？おかしいな、ということが増えてくる）

不安でいっぱいの状況

 心理的にご本人を追い込まない

ようにすることが大切です

初期の認知症とは

MCI
（軽度認知障害）

通常老化 初期 中期 後期

認知症認知症ではない

「初期認知症への気づきと
生活支援について」

株式会社すずらん

代表取締役 今井康明

今井 康明
初期認知症への気づきと生活支援について
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ご家族もご本人の変化や状況をすぐには受け入れられず
心配・不安な状態にあります

「優しくしなければ」と思ってはいても、ついご本人の失敗などに
対して、注意したり怒ったりしてしまうこともあります

ご家族も必死で、様々な葛藤と闘っている状況といえます

しかし、このような状況が続くと
認知症であるご本人の状態が悪くなっていってしまう可能性が高まり

また、ご家族の負担も増してしまいます

だからこそ、介護するご家族を孤立させず
周囲が理解しサポートすることが必要となるのです

第３ステップ

第４ステップ

第１ステップ

家族介護者の
気持ちの余裕

第4ステップにたどりつく間
には、第１～第３まで

行きつ戻りつを繰り返す

とまどい・
否定

混乱・怒
り・拒絶

割り切り

受容

第２ステップ

認知症介護をしているご家族の心理について

認知症により
様々な失敗やミスが

続いた時

認知症の症状の改善
や

穏やかな進行
につながる事も

「大丈夫だよ」と、
不安を理解してあげる

「また失敗したの！」と、
ついつい怒ったり、注意し

たりしてしまう

ますます、自信をなくし
元気もなくなる

認知症の症状の悪化
や

急速な進行
につながる事も

「こうするといいかも」
等と、さりげなく
優しいサポートを

ゆったりした雰囲気、穏やかな声の
トーン、優しい表情、笑顔など
言葉だけではないコミュニケーショ
ンも安心感につながります

出来なくなってしまった事への
注意や無理強いは、ご本人のプ
ライドを傷つけると共に、自信
喪失や症状の悪化につながって
しまうことがあります

ちょっとしたことでも、人の
役に立ち、そして人から感謝
されることは、誰でも自信に
つながり、嬉しいことだと思
います。自信につながるサ
ポートは認知症支援において
とても重要な考え方です

自尊心を傷つけないように

できること、自信のある
ことをしてもらう

安心してもらえるように

ご本人との接し方のポイント

認知症になったとしても
何も分からなくなるわけではないのです

できるだけ、ご本人のペース
に合わせ、なるべくご本人の
力を使い、できない部分をサ
ポートすることが大切です

複数の情報を一度に処理するこ
とが難しくなるため、早口や
長々とした説明は、かえって混
乱させてしまいます

急がせないように

会話は、ゆっくり
短く、ひとつずつ

さりげなく自然で
優しいサポートを

特にデリケートな内容の時は、
さりげないサポートを心がけて
みてください
（プライドを傷つけないように）

ご本人との接し方のポイント
初期の認知症のサインは

 同じ場所を行ったり来たりしている

 ポスト等に郵便物や新聞などが溜まっている

 古い物や賞味期限切れの物をあげようとする

 今まで、よく挨拶をしてくれたのに、しなくなった

 会話時に表情が固くなったり、会話がたどたどしくなった

地域の方が気づく
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参考・引用資料：

厚労省ホームページ

認知症介護情報ネットワーク（ＤＣネット）

政府広報オンライン
「もし、家族や自分が認知症になったら

知っておきたい認知症のキホン」

認知症介護研究・研修仙台センター
「家族支援と対応のポイント」

認知症サポーター養成講座標準教材
「認知症を学び 地域で支えよう」

梅丘地区高齢者見守りネットの会
「気づきのポイントシート」

初期対応の大切さ

 実は違う病気が認知症の原因であり、治るかもしれない
認知症の場合もあります

 このため初期の早期診断、早期治療が大切と言われてい
ます

 この時期の接し方、応対の仕方により、認知症の症状の
進行を遅らせる事につながる場合もあります

ご家族への支援は・・・

 共感の姿勢で、ご家族の想いをよく聴くことは、

非常に重要な精神的サポートといえます

 ご家族に対して「こうあるべきよ！」などと考えを押し
つけないようにすることも大切です

 ご家族のちょっとした様子の変化に対して、出来るだけ
早く周囲が気づき、サポートしていくことが重要です

 医療や介護などの専門職は、ご家族の想いを受け止め
「一緒に考えて行きましょう」という姿勢が大切です

ご家族の葛藤

 認知症などで不可解な行動をとるご本人との葛藤

 地域や近隣が理解してくれないことによる葛藤

 家族や親族が協力してくれず、全て自分独りで介
護をしなければならない家族間の葛藤

 家族問題を他者に任せなければならないという

自分自身の葛藤

介護者であるご家族には、このような葛藤があることを

周囲の人が理解して差し上げることが重要です




